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Q: 曲げモーメント図から推察して，どんな負荷条件／境界条件で，
どのような曲がり⽅をするか描いてみよう．

曲がり⽅の予測〜洞察＆数値計算〜

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥01¥FRAME¥framestruct‐1.txt〜framestruct‐3.txt

2

フレームの相反定理〜理論〜
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応⼒分布の可視化
3

/sol
nsell, all
ddele, all
l l ll

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥03¥STRENGTH¥strength‐A.txt

lsel, all
sfdele, all,all

の後，メッシュ細分化し，
再計算してみよう

Q: 理論解を再現するにはどうすればよいか？

4

異⽅性と補強：補強材の形状

Q: ⼒の伝達（流れ）を可視化しよう

20 GPaE =

..¥CAE_UNIV¥03¥ANISO¥ inclusion‐02.txt

ys
f

20 GPa

0.3

0.126

E

V

n =
=

f

200 GPa

0.25

0.874

E

V

n

¢ =
¢ =
¢=

nsel,s,loc,x,0
nsel,r,loc,y,1000
prnsol,u,y

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥03¥ANISO¥ inclusion‐03.txt

ys
※補強材の量（体積）は
Inclusion‐01と同⼀
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Q:  の温度上昇があると，構造物はどのような挙動を⽰すだろうか？Q:  の温度上昇があると，構造物はどのような挙動を⽰すだろうか？

5

熱と応⼒：熱膨張による形状変化
100 CTD = 

6

熱と応⼒：熱膨張による形状変化

100 CTD =  の温度上昇があるとき，

Q: 特徴的な応⼒分布は？Q: 特徴的な応⼒分布は？

A B
A A’

Q: 最⼤たわみ量はいくらか？Q: 最⼤たわみ量はいくらか？

Q: 温度上昇による軸⽅向応⼒の分布は？Q: 温度上昇による軸⽅向応⼒の分布は？

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥04¥BEAM¥heatedbeam.txt

A’ B’

B B’
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点負荷・点⽀持
7

Q: 構造を変えてみて，点負荷／点⽀持されたモデルの挙動を調べてみようQ: 構造を変えてみて，点負荷／点⽀持されたモデルの挙動を調べてみよう

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥05¥StVenant¥point‐load‐support‐mod.txt

により，拘束・荷重を消去した後，メッシュ細分化し，再解析する

⼊⼒データ：..¥CAE_UNIV¥05¥StVenant¥point‐load‐support‐.txt

で解析する．そして同じモデルについて，

構造強度：座屈と固体のFEM
8

(b) 6
cr  8.22 10P = ´ (c) 6

cr 16.4 10P = ´ (e) 6
cr 1.03 10P = ´(d) 6

cr 4.11 10P = ´

座屈荷重の理論解

(b) (c) (d) (e)

Q: 2次元弾性ソリッド要素を⽤いて，座屈荷重を算出してみよう

Q: 要素の次数や，要素数を変えてみたらどうなるだろうか？


